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1．損益計算書の状況
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◆1-1 連結情報

売上高は前年同期比2.0％増の788億円となりました。当期の売上増の主たる要因は、国内に
おけるオフィス家具販売が好調に伸長したことにあります。利益面では、増収及びコストダウン
による総利益増加があったもののシェア拡大に伴う競争激化や海外事業における経費増加に
より、営業利益は前年同期比6.1％減の52億円となりました。経常利益は円安による為替差益
があり、58億円と前年同期比3.7％減にとどまりました。特別利益として投資有価証券売却益２
億円を計上したこと等（前年同期は特別損失６億円を計上）により、四半期純利益は前年同期
比25.1％増の38億円となりました。

（単位：百万円）

売 上 高 77,272 78,818 ＋1,546 ＋2.0%

売 上 総 利 益 27,036 27,026 △10 △0.0%

（率） (35.0%) (34.3%) (△0.7p)

販売費及び一般管理費 21,406 21,740 ＋334 ＋1.6%

（率） (27.7%) (27.6%) (△0.1p)

営 業 利 益 5,629 5,285 △344 △6.1%

（率） (7.3%) (6.7%) (△0.6p)

経 常 利 益 6,077 5,851 △226 △3.7%

（率） (7.9%) (7.4%) (△0.5p)

四 半 期 純 利 益 3,103 3,881 ＋778 ＋25.1%

（率） (4.0%) (4.9%) (＋0.9p)

（注）連結子会社26社・持分法適用関連会社1社

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率
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◆1-2 売上高
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1．損益計算書の状況

売上高は前年同期比2.0％増の788億円となりました。当期の売上増の主たる要因は、国内に
おけるオフィス家具販売が好調に伸長したことにあります。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

77,654 76,748 73,583 77,272 78,818 ＋1,546 ＋2.0%

25,262 25,974 25,873 27,036 27,026 △10 △0.0%

(32.5%) (33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (△0.7p)

22,819 21,306 21,344 21,406 21,740 ＋334 ＋1.6%

(29.4%) (27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (△0.1p)

2,442 4,668 4,529 5,629 5,285 △344 △6.1%

(3.1%) (6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (△0.6p)

2,775 4,691 4,838 6,077 5,851 △226 △3.7%

(3.6%) (6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (△0.5p)

1,008 2,522 2,580 3,103 3,881 ＋778 ＋25.1%

(1.3%) (3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (＋0.9p)

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）
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◆1-3 売上総利益
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売上総利益は、増収及びコストダウンによる総利益増加があったもののシェア拡大に伴う競争激
化もあり、前年同期比横ばいの270億円となりました。
売上総利益率は34.3％となりました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

77,654 76,748 73,583 77,272 78,818 ＋1,546 ＋2.0%

25,262 25,974 25,873 27,036 27,026 △10 △0.0%

(32.5%) (33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (△0.7p)

22,819 21,306 21,344 21,406 21,740 ＋334 ＋1.6%

(29.4%) (27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (△0.1p)

2,442 4,668 4,529 5,629 5,285 △344 △6.1%

(3.1%) (6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (△0.6p)

2,775 4,691 4,838 6,077 5,851 △226 △3.7%

(3.6%) (6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (△0.5p)

1,008 2,522 2,580 3,103 3,881 ＋778 ＋25.1%

(1.3%) (3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (＋0.9p)
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売 上 総 利 益
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（率）
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（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）
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◆1-4 販売費及び一般管理費
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販売費及び一般管理費は前年同期比1.6％増の217億円となり、売上高販管費率は27.6％とな
りました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

77,654 76,748 73,583 77,272 78,818 ＋1,546 ＋2.0%

25,262 25,974 25,873 27,036 27,026 △10 △0.0%

(32.5%) (33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (△0.7p)

22,819 21,306 21,344 21,406 21,740 ＋334 ＋1.6%

(29.4%) (27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (△0.1p)

2,442 4,668 4,529 5,629 5,285 △344 △6.1%

(3.1%) (6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (△0.6p)

2,775 4,691 4,838 6,077 5,851 △226 △3.7%

(3.6%) (6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (△0.5p)

1,008 2,522 2,580 3,103 3,881 ＋778 ＋25.1%

(1.3%) (3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (＋0.9p)

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）



◆1-5 営業利益及び経常利益
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営業利益は増収及びコストダウンによる総利益増加があったもののシェア拡大に伴う競争激化や
海外事業における経費増加により、前年同期比6.1％減の52億円となりました。
経常利益は円安による為替差益があり、58億円と前年同期比3.7％減にとどまりました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

77,654 76,748 73,583 77,272 78,818 ＋1,546 ＋2.0%

25,262 25,974 25,873 27,036 27,026 △10 △0.0%

(32.5%) (33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (△0.7p)

22,819 21,306 21,344 21,406 21,740 ＋334 ＋1.6%

(29.4%) (27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (△0.1p)

2,442 4,668 4,529 5,629 5,285 △344 △6.1%

(3.1%) (6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (△0.6p)

2,775 4,691 4,838 6,077 5,851 △226 △3.7%

(3.6%) (6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (△0.5p)

1,008 2,522 2,580 3,103 3,881 ＋778 ＋25.1%

(1.3%) (3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (＋0.9p)

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）
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（率）

5,285

5,629

4,529
4,668

2,442

5,851
6,077

4,8384,691

2,775

6.7%
7.3%

6.1% 6.2%

3.1%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

営業利益 経常利益 売上高営業利益率



1,008

2,580

3,881

3,103

2,522

3.5%

4.9%

4.0%

3.3%

1.3%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

四半期純利益 売上高四半期純利益率

◆1-6 四半期純利益
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○特別利益・・・合計2億円（投資有価証券売却益2億円）

○特別損失・・・なし

四半期純利益は前年同期比25.1%増の38億円となりました。

（単位：百万円）

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

21年12月期
第1四半期

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

2,775 4,691 4,838 6,077 5,851 △226 △3.7%

(3.6%) (6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (△0.5p)

- - △254 △628 ＋261 ＋889 －

特 別 利 益 - - ＋341 - ＋261 - -
特 別 損 失 - - △ 595 △ 628 - - －

2,775 4,691 4,584 5,448 6,112 ＋664 -

(3.6%) (6.1%) (6.2%) (7.1%) (7.8%) (＋0.7p)

1,767 2,169 2,005 2,345 2,231 △114 △4.9%

1,008 2,522 2,580 3,103 3,881 ＋778 ＋25.1%

(1.3%) (3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (＋0.9p)（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

特 別 損 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

（率）



2．貸借対照表の状況

資産の部

主な増減要因

主な増減要因

7

営業キャッシュフロー（24年3月末→25年3月末）の増加や投資有価証券、遊休資産の売却によ
り現金及び預金が増加し、総資産は2,731億円となりました。
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1,500

2,000

2,500

3,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

その他流動資産

（単位：億円）

△150

差額

2,731

負債・純資産の部

＋60

25年3月末

（単位：億円）

318

683

179

61

651

303

422

△143

1,316

190

158

314

491

322

自己株式

現金及び
現金同等物

売上債権

棚卸資産

その他固定資産

投資有価証券

有形固定資産

無形固定資産

仕入債務

有利子負債

その他負債

資本金

資本剰余金

利益剰余金

評価差額など

＋34

△2

＋22

＋11

△ 10

△ 8

24年3月末

差額

2,671

296

693

187

56

653

269

411

106

△143

1,302

190

158

290

476

367

30 83

＋15

△ 45

＋24

＋14

＋53

±0

±0

＋5

＋8 114

25年3月末24年3月末

四半期純利益 ＋32
配当金支払 △18

営業キャッシュフロー＋103
（24年3月末→25年3月末）

投資有価証券取得・売却＋54
長期借入金返済△51
固定資産取得・売却△44

長期借入金返済△50

有価証券時価上昇

※比較のため前期の数値は24年12月期第1四半期（24年3月末）を使用しており、
決算短信記載の数値と異なります。
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3．キャッシュフロー・設備投資の状況

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー

8

25年3月末24年12月末

△56
△1＋1

現預金
356

営業CF 財務CF投資CF

（単位：億円）

□ 現預金の増減内訳
25年12月期 <1～3月>

□ キャッシュフロー計算書
25年12月期 <1～3月>

□ 設備投資・減価償却費の推移 （単位:億円）

現預金
303

フリーキャッシュフロー ＋0億円

＋3
その他

＜25年12月期<1～3月>のキャッシュフローについて＞
・営業活動では、税金等調整前四半期純利益61億円、債権債務の増減△55億円、

棚卸資産の増加△21億円により、1億円の資金増となりました。

・投資活動では、設備投資支出として10億円、
投資有価証券の取得・売却による9億円増等により、1億円の資金減となりました。

以上の結果、フリーキャッシュフロー（※）は＋0億円となりました。

・財務活動では、長期借入金の返済50億円、配当金の支払9億円等により、
56億円の資金減となりました。

・当期末の資金は303億円となり、期首から53億円減少しました。

資金減
△53

（単位：億円）

◆営業キャッシュフロー ＋1
税金等調整前四半期純利益 ＋61
減価償却費 ＋16
債権債務の増減 △55
棚卸資産の増加 △21
その他 ±0

◆投資キャッシュフロー △1
設備投資額 △10
投資有価証券の取得・売却 ＋9
その他 ±0

◆財務キャッシュフロー △56
短期借入金の増加 ＋5
長期借入金の返済 △50
配当金の支払 △9
その他 △2



5．事業セグメントの損益状況

9

◆5-1 ステーショナリー関連事業

売上高は国内事業の減収により前年同期比3.3％減の258億円となり、営業利益は前年第３四
半期に竣工した上海工場稼動に伴う経費を計上したことにより、前年同期比3.0％減の32億円と
なりました。

売 上 高 営 業 利 益
売上高営業利益率

（単位：百万円） （単位：百万円）

27,081
25,361
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40,000

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

（単位：百万円）

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 27,081 25,361 26,779 25,894 △885 △3.3%

営 業 利 益 3,601 3,325 3,369 3,266 △103 △3.0%
（率） (13.3%) (13.1%) (12.6%) (12.6%) (＋0.0p)

3,601
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13.3% 13.1% 12.6% 12.6%
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※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セ

グメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えて

おります。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。

※当第１四半期連結累計期間より事業会社との費用（グループ経営運営料）負担方法を改定しており

ます。これにより、当第１四半期連結累計期間のステーショナリー関連事業の営業利益は86百万円

増加しております。



5．事業セグメントの損益状況
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◆5-2 ファニチャー関連事業

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高は国内事業の増収により前年同期比5.4％増の329億円となり、営業利益は、シェア拡大
に伴う競争激化や先行投資による海外事業の利益率悪化があったものの国内事業の増収に伴
う売上総利益の増加により前年同期比11.0％増の22億円となりました。

売上高営業利益率

（単位：百万円）

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 35,215 31,264 31,236 32,931 ＋1,695 ＋5.4%

営 業 利 益 1,541 1,514 2,071 2,299 ＋228 ＋11.0%
（率） (4.4%) (4.8%) (6.6%) (7.0%) (＋0.4p)
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※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セ

グメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えて

おります。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。

※当第１四半期連結累計期間より事業会社との費用（グループ経営運営料）負担方法を改定しており

ます。これにより、当第１四半期連結累計期間のファニチャー関連事業の営業利益は189百万円増加

しております。



5．事業セグメントの損益状況
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◆5-3 通販・小売関連事業

売上高は営業日が前年同期と比べて３日間少なかった影響により通販事業の売上が横ばいと
なったものの、セグメント全体としては前年同期比1.0％増の271億円となり、営業利益は事業会
社と当社の費用負担方法の改定やシステム関連費用の計上により前年同期比49.2％減の３億
円となりました。

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高営業利益率

（単位：百万円）

22年12月期
第1四半期

23年12月期
第1四半期

24年12月期
第1四半期

25年12月期
第1四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 25,714 25,893 26,919 27,186 ＋267 ＋1.0%

営 業 利 益 450 510 729 370 △359 △49.2%
（率） (1.8%) (2.0%) (2.7%) (1.4%) (△1.3p)
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※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の3セ

グメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えて

おります。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。

※当第１四半期連結累計期間より事業会社との費用（グループ経営運営料）負担方法を改定しており

ます。これにより、当第１四半期連結累計期間の通販・小売関連事業の営業利益149百万円減少して

おります。



6．25年12月期の見通し
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平成25年12月期の業績予想は平成25年２月13日に発表いたしました「平成24年12月期 決算短
信」に記載の業績予想から変更はございません。
当社グループは、長期ビジョンである「“国の誉”から“アジアの誉”へ」のもと、「2020年 海外売上

高比率30％」を目指し、お客様の期待値を上回り続けることで、「国内市場で圧勝、海外市場で
勝ち進み、お客様に選ばれ続ける“真のアジア企業”」を目指しており、国内・海外において前年

からの戦略を引き続き推進してまいります。

◆6-1 連結業績の見通しについて

※売上高は外部売上高を記載しております。
※今期より事業会社との費用（グループ経営運営料）負担方法を改定しております。これによ
り、各事業セグメントの営業利益は前年と比較し、ステーショナリー関連事業＋3億円、ファニ
チャー関連事業＋6億円、通販・小売関連事業△6億円の影響を見込んでおります。

第２四半期累計 (単位：百万円)

145,283 150,000 ＋4,717 ＋3.2%

ステーショナリー 49,861 48,500 △1,361 △2.7%

フ ァ ニ チ ャ ー 56,873 60,000 ＋3,127 ＋5.5%

通 販 ・ 小 売 53,133 54,500 ＋1,367 ＋2.6%

調 整 額 △ 14,585 △ 13,000 ＋1,585 -

（率） 6,752 (4.6%) 6,500 (4.3%) △252 △0.3p △3.7%

ステーショナリー （率） 4,567 (9.2%) 4,400 (9.1%) △167 △0.1p △3.7%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 1,943 (3.4%) 2,300 (3.8%) ＋357 ＋0.4p ＋18.4%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,563 (2.9%) 1,100 (2.0%) △463 △0.9p △29.6%

調 整 額 △ 1,320 △ 1,300 ＋20 -

（率） 7,235 (5.0%) 6,800 (4.5%) △435 △0.5p △6.0%

（率） 3,211 (2.2%) 3,700 (2.5%) ＋489 ＋0.3p ＋15.2%

通　期 (単位：百万円)

275,821 280,000 ＋4,179 ＋1.5%

ステーショナリー 92,122 90,000 △2,122 △2.3%

フ ァ ニ チ ャ ー 105,278 110,000 ＋4,722 ＋4.5%

通 販 ・ 小 売 106,425 109,000 ＋2,575 ＋2.4%

調 整 額 △ 28,005 △ 29,000 △995 -

（率） 4,852 (1.8%) 5,800 (2.1%) ＋948 ＋0.3p ＋19.5%

ステーショナリー （率） 5,303 (5.8%) 6,000 (6.7%) ＋697 ＋0.9p ＋13.1%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 102 (0.1%) 1,500 (1.4%) ＋1,398 ＋1.3p ＋1361.7%

通 販 ・ 小 売 （率） 2,364 (2.2%) 1,800 (1.7%) △564 △0.5p △23.9%

調 整 額 △ 2,917 △ 3,500 △583 -

（率） 6,142 (2.2%) 6,300 (2.3%) ＋158 ＋0.1p ＋2.6%

（率） 2,428 (0.9%) 3,300 (1.2%) ＋872 ＋0.3p ＋35.9%当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

前年差額 増減率前年率差

前年差額 増減率前年率差

売 上 高

営 業 利 益

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

24年12月期
第２四半期累計　実績

（６ヶ月）

25年12月期
第２四半期累計　予想

（６ヶ月）

24年12月期
通期　実績
（12ヶ月）

25年12月期
通期　予想
（12ヶ月）



コクヨS＆T株式会社は、平成20年10月に発売した「ドット入り罫線シリーズ」の累計販売数が、
日本人一人あたりが一冊を使用したに相当する1億2千万冊を突破したことを記念し、素敵な賞
品が当たるキャンペーンを実施しています。
※平成24年4月に累計販売数が1億2千万冊を突破しました。

ドット入り罫線シリーズ
累計販売数1億2千万冊突破記念キャンペーンを実施
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7．主なトピックス

コクヨS＆T株式会社は、平成21年12月に発売した「ハリナックスシリーズ」の累計販売数が400
万個を突破（平成25年2月末現在）したことを記念し、「私のハリナックス活用法」をエントリーす
ると抽選で素敵な賞品が当たる感謝キャンペーンを実施しています。
※平成24年12月 針なしステープラー使用率調査 コクヨS＆T調べ

ハリナックスシリーズ
累計販売数400万個突破記念キャンペーンを実施

■「ドット入り罫線」の特長
「ドット入り罫線シリーズ」は罫線上に等間隔に並んだ
ドットを活用することで、ノートを美しく書くことができ、学
生を中心に幅広い年代のユーザーに人気があります。
ドット入り罫線は、東大合格生のノートの取り方を研究
し、東大合格生が後で見返す時に見やすいように美しく
書かれている点に注目しました。

■キャンペーン内容
対象商品であるドット入り罫線ノートの帯に印刷されて
いるバーコードをハガキに貼って応募すると、「プラズマ
クラスター加湿空気清浄機」や当社ステーショナリー商
品を詰め合わせた「Campusお道具箱」などが抽選で合
計1,000名様に当たります。

■「ハリナックスシリーズ」の特長
「ハリナックスシリーズ」は、ホチキス針を使わずに紙を
とじることができる針なしステープラーです。環境に優し
く、かつ安全で作業の効率化も図れることから、国内の
みならず、海外のユーザーからも大きな反響をいただ
いています。

■キャンペーン内容
今回のキャンペーンでは、キャンペーンサイトにアクセ
スし、「私のハリナックス活用法」と題して、「こんな用途
で役に立っている」「こんな用途に使えたら面白いので
は」といった活用法や活用案を自由に書いてエントリー
すると、羽根のない扇風機「ダイソン エアマルチプライ
アー」や「ハリナックス（ハンディタイプ）限定色」などが
抽選で合計100名様に当たります。

ドット入り罫線シリーズ

美しく書けるドット入り罫線

ハリナックスシリーズ



コクヨファニチャー株式会社は、多様なオフィス空間に調和するデザインで、快適な座り心地を
提供するオフィスチェアー「PUNTO（プント）」を発売しました。

～多様なオフィス空間に調和するデザインと座り心地を両立～

オフィスチェアー「PUNTO（プント）」を発売
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コクヨグループでオフィス用品通販を行う株式会社カウネットは、事務用品、OA用品、生活用
品などを掲載した「カウネットカタログ2013年春夏号（第25号）」、約3,700品番のオフィス家具
を掲載した 「カウネット家具カタログ2013年春夏号（第13号）」を発刊しました。

7．主なトピックス

～選びやすい、揃えやすい、使いやすい、価格もやすい（安い）～

新カタログのテーマは「カウネットはやすい」

■空間を演出するデザインと豊富な張り地バリエーション
「PUNTO」は、質感の高い張り地を、丁寧な縫製と布の端
部の処理により、多様な空間に調和するデザインです。

■包み込むような感触の快適性
安定した姿勢の保持と、包み込み感の両立を実現しまし
た。座り姿勢が崩れる原因のひとつである腰の前ズレを
防止し、適切な体圧分散によって長時間作業も快適に行
えます。

■快適性をサポートするエアランバーサポート
空気の注入量を調節して着座する人の背骨形状に合わ
せることができ、力を分散しながらも常に一定の反発力を
持つエアバッグを、背もたれ部に内蔵した「エアランバー
サポート」付きタイプも用意。

■カウネットカタログの特徴４つの「やすい」
・商品が「選びやすい」
商品に関してカウネット独自の指標を掲載
することで、選びやすさの工夫をしています。

・コクヨ製品が「揃えやすい」
お客様から要望の多いコクヨ製品のサイズ
や色を豊富に取り揃えています。

・ポイントが値引きに使えて「使いやすい」
カウネットのポイントは、景品やギフトカード
との交換や購入商品の値引きに使えます。

・価格も「やすい（安い）」
カウネット最廉価且つ圧倒的な白さを持つ
コピー用紙を新発売するほか、売れ筋商品
を期間限定値下げします。

カウネットカタログ
タオルのページ例
用途や好みに応じて選びやす
いように特徴を比較


